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年頭所感
北海道知的障がい福祉協会会長橘 文也

遅ればせではありますが、本年第一号の会報でありますので、新年のご挨拶をさせて頂きます。皆様、明けましておめでと

うございます。会員施設事業所を利用されている皆様、そして役職員の皆様に迎春のお慶びを申し上げます。皆様方には、

平素より本会の事業推進に対しまして格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。本年におきましても、旧年に増してのご

支援をご鞭燵下さいますようお願い申し上げます。

昨年は日本知的障害者福祉協会（以下、日知福協）のご挨拶冒頭に障がいのある方々に対する差別や偏見のない共に生きる

社会へと進められるよう、酉年に因んで、広く国民の皆様へ障がい児（者）福祉の啓発に伝書鳩となれるように思いを具現化

し飛翔発信していきたいと記しました。その思いは、まだまだ道半ばであり、本年も継続して取り組まなければなりません。

これにあたって本会と致しまして、先ず最も強く取り組まなければならないことは、私ども施設・事業所内における虐待の根

絶であり、毎年度、これのゼロの誓い活動を続けており、虐待防止・権利擁護指導者養成講座（伝達研修講座）の実施、他研

修でも支援のあり方等の中で取り上げたりもしております。支援困難事例を多く抱えているとは思いますが、本年も各施設内

での研讃を深めていただきたいとお願い申し上げます。

本年は「戌年」であります。犬は様々な場面で世の為人の為に活動しています。盲導犬、聴導犬、介助犬等、犬は賢く社会

福祉の強力な実践者（犬）であります。そんなワンちゃんに負けないよう、様々な事業にチャレンジしていきましょう。我々

なら出来る、 「ウィ、キャン」であります。

平成30年度の事業については、2月の理事会から5月の定期総会に向けて具体的に示されて会員皆様の審議により決定され

ることでありますが、新年度に於いては、皆様ご存知の様に役員改選期にあたっております。直結して日知福協も改選期であ

ります。どの様な役員人事になりますか、道内、国内に於いてはパワーのある方々が豊富にいらっしゃいますので、新人事に

よります協会運営にご期待申し上げるものです。

温故知新をベースに次の時代への創新をして頂きたく、今年度は北の地での知的障がい福祉支援充実に向けて身体を張って

ご尽力された北海道内先人の皆様の歩みを知ろうと企画した北歩～塾を開設いたしました。ここで学び得たことをぜひ次年度

以降の障がい福祉支援事業に活かして欲しいと願います。お忙しい中、また、お身体不自由な身でありながら塾長をお勤めく

ださった岡田先生には、只感謝でございます。明日への時代へ繋ぐ人材育成の為にも、この種の研修事業は大変意義あるもの

と捉えており、あらためて将来にわたっても開講してもらいたいと願うものです。まだまだ知的陣がい児（者）福祉に対する

思いを熱くする現代に生きる賢者も多くいらっしゃいますので、これらの方々にもぜひ集結して、若い人達に語っていただき

たいと願っています。

日知福協は今年度より会員を対象とした愛護福祉賞とは別途に日知福協会長表彰を設けました。私どもに於いて最も栄誉の

ある賞である愛護福祉賞の前段として、又、広く会員以外にも知的障がい福祉にご尽力された方々も対象とした賞をと言うこ

とで設定致しました。この日知福協と連動している訳ではありませんが、ぜひ道知協会が道庁と協議して設けた本会々長表彰

に各地方会、また、理事等より、この方をと云う障がい当事者及び支援実践者をご推薦下さいますようお願い致します。明日

に向かって努力されている、アトに続いている人の為にも宜しくお願い致します。

今年度で平成の元号が役割を終えて、来年は新元号となります。国は共生社会の実現に向けて我がこと丸ごととして、その

推進を提唱しております。新元号はもしかして「共」と言う文字が入ったものになるのではないかと 。悲しみ大きい災

害や事件の無い平和な年でありますよう願うばかりで、私は元旦にグループホームで町内会等の客人を迎え祝い酒を「年頭初

燗」として美味しく賞味致しました。

会員皆様方におきまして幸せな日々を過ごせますようご祈念申し上げ、 「年頭所感」と致します。
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平成S0年新年を迎えて 副会長荒 洋一

平成30年を迎えるに当たって、ご挨拶致します。

今年度は、報酬改定の年であり新単価で予算を計上するのが、大変な状況になると思います。

橘会長も日本知的障害者福祉協会の会長として、福祉団体との連絡調整、厚生労働省及び国会議員との交渉を精力的に行っ

て頂き、食事提供体制加算継続、報酬単価を047%のプラス改定にしたご努力を会員皆様にご報告いたします。

現在、国の施策であります、地域生活拠点の課題65歳問題を抱えた中での共生型の課題については、北海道全体の課題

になると思います。

協会でも各部会での意見集約と各部会が、横断的に考える時に当たると思います。新執行体制になりますが、全国に遅れる

ことなく協会の意向を一本化するべき、努力が必要と考えます。

権利擁護の意識の充実も必要で、北海道から虐待及びグレーの支援が無くなるよう一層の、努力が必要と思います。また、

差別解消法に沿った合理的配慮、意思決定支援についても研究、研修を通し向上させるべきと思います。

昨年行いました、北歩～塾については、研修の在り方を検討し継続して頂きたいと思っております。

北海道知的陣がい福祉協会が、一致団結してご利用されている方たちの幸せと、安心、安全を願い一言ご挨拶とさせていた

だきます。

新年を迎えて 副会長日向 透

会員の皆さま、明けましておめでとうございます。昨年末の大雪には閉口しましたが、年越し、新年と平穏な毎日が続いて

おり、 「今年も 」と、期待を寄せていたところ、やはり、北国の冬は甘くありませんでしたね。覚悟を決めましょう。

さて､今上天皇陛下の"生前退位"を受けて､いつ年号が替わるのだろうと心配していたところ､平成31年4月30日に決まっ

たとの報道が昨年の暮れになされました。ということは・ ・ ・あと1年と3ヶ月あまりということになります。いよいよカウン

トダウンが始まりますね。

2020年の東京オリパラの時には、新しい年号になっているということで・ ・諸外国の方たちにはまったくと言っていいほ

ど、関係がない事柄でしょうが・ ・ ・・どんな名前の年号になるのか興味があるところです。

また、祝日はどうなるのだろうと、もうひとつの興味もあります。昭和天皇の誕生日が「みどりの日」から「昭和の日」と

して、祝日になり、明治天皇の誕生日が「文化の日」 （日本国憲法の公布日が有名だが）になったことは、皆さんご承知のこ

とと思います。うわさによると、 「祝日は増やさないのでは」とささやかれていますが． ・ ・・

何はさておき､皆さまにとって本年が「NOワン」な－年でありますようにお祈りいたしまして､新年のご挨拶といたします。

新しい年を迎えて 副会長三戸部 隆

道協会会員事業所の皆様には、新しい年の初めを健やかに迎えられたことと心からお慶び申し上げます。

私の所属する「空知地方会」は南北に長いため多少の差はあるものの、昨年の1 1月終わりくらいからどんどんと雪が積も

りはじめ、場所によっては既に年間の半分くらいの降雪量と積雪での越年となりましたが皆様の地域では如何でしょうか。

「冬来たりなば舂遠からじ」という諺があります。イギリスの詩人シェリーの「西風に寄せる歌」の一節に由来があるそう

ですが、 「つらい時期を耐え抜けば、幸せな時期は必ずやって来る」というような例えだそうで、今は低温多雪で大変だけれ

どやがて明るく幸せな春は必ずやってくるとでも言い換えることが出来るでしょうか。

昨年も虐待や人権侵害などの事件が繰り返し報道されていましたが、北海道にあってはこのようなことが無くなるよう会員

事業所の皆さんのご理解とご協力をいただきながら、利用者の皆さんの旧常」が安定して継続できるように努めてまいりた

いと考えますのでよろしくお願いいたします。
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